
研究調査部Ⅰ 実践報告 文責：田口 

１ はじめに 

研究調査部Ⅰでは，本年度の県小算研テーマにおけ

る重点で授業実践を行った。 

【重点１】数学的な見方・考え方と数学的に考える児

童を育てる数学的活動の明確化 

【重点２】数学的に考える児童を見届ける視点を明ら

かにした指導改善 

今年度から全面実施となった学習指導要領では，目

標及び内容が資質・能力の三つの柱で再整理されたこ

とを踏まえ，学習状況の評価の観点も「知識・技能」

「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」

に整理されている。そこで，数学的に考える姿を「見

方・考え方を働かせた姿」と捉え，今年度は重点２を

重視し，数学的に考える児童の見届けについて実践を

行うことにした。しかし，コロナ禍においてこれまで

と同様の授業を行うことに難しさがあることを考慮

し，今年度は「数学的な見方・考え方を働かせた児童

を見取るノート記述」に絞った実践に，部員各自で取

り組むことにした。その実践を取りまとめ，実践報告

とする。 

 

２ 研究実践 

実践①  

 １年生「たしざん」の第１時，繰り上がりのある加

法の仕方を考える問題である。本時働かせたい数学的

な見方・考え方を，「和を 10 といくつで見ることで求

められることに気付く（見方）」ことと捉え，実践を行

った。個人追究では，ブロック操作を通して計算の仕

方を考える児童に「どうしてこのように分けたのか」

「どうして 10 と 3 に分けると良いのか」を問いかけ

たり，図に表すように指導したりすることで，操作に

よって明らかにした計算の仕方を図で表現できるよ

うにした。児童は，10 のまとまりをつくることで，和

が 10 といくつという見方で答えられることに気付く

ことができた。（資料：指導案①） 

 

 

 

 

 

 

また，「加数が変わっても本時の考え方は使えそう

か」と問いかけたことで，第 1 時では 10 のまとまり

をつくれなかった児童も，第 2 時では 10 のまとまり

をつくり，10といくつで考えることの良さを感じるこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

   第１時          第２時 

 

実践②  

５年生「割合」の第８時，割引された値段を求める

問題である。本時働かせたい数学的な見方・考え方を，

「値引きする金額や売値の割合に着目し（見方），数直

線図をもとにして，出てきた数の意味を吟味しながら

順序立てて考える（考え方）」ことと捉え，実践を行っ

た。個人追究では「出てきた数は何を表しているのか」

「どのような順番で答えを求めたのか」「一度の計算

で答えを出せるのか」を問いかけ，①数直線図に正し

く数量を位置付けられているか，②出てきた数の意味

を説明できているか，③順序立てて考えられているか，

を見届けた。数学的な見方・考え方を働かせた 

児童は，数直線や式に表れる数の意味をノートに書き

込み，明らかにすることができた。（資料：指導案②） 

 

 

 

 

 

 

実践③  

５年生「分数と小数，整数」第６時，分数と小数の

混じった加法や減法の計算の仕方を考える問題であ

る。本時働かせたい数学的な見方・考え方を「分数か

小数のどちらかにそろえれば計算できることや分数

にそろえることでいつでも正確に処理できることに



気付く（見方）」ことと捉え，実践を行った。児童が既

習の計算方法に帰着して問題を正しく解決できてい

るかどうかを，『考えの中に分数か小数に揃えた式が

あるか』という視点でノート記述を見届けた。児童は，

授業を通して，分数か小数にそろえれば計算ができる

ことや，分数でそろえることの有用性に気付き，ノー

トに自分の考えをまとめることができた。 

（資料：指導案③） 

 

 

 

 

 

 

実践④ 

５年生「単位量当たりの大きさ」の第１時と第２時，

混み具合を比べる問題である。 

第１時における本時働かせたい数学的な見方・考え

方を「混み具合を比べるためには，面積と人数の２つ

の量が必要であることに気付き（見方），人数も面積も

違って比べられない状況から，どちらかがそろってい

るとすぐ比べられることができるという見通しをも

つ（考え方）」ことと捉え，実践を行った。第１時では，

児童には「どちらが混んでいるか。」「どうしてそう思

ったのか。」を問い，「２つの量が必要であること」（見

方）と，「どちらかの量がそろっていると比べられるこ

と」（考え方）をおさえた。自分の考えをノートに表現

する際には，「式や図を使う」「何をしたのか，何を求

める式なのか言葉で示す」という視点を明らかにした。

これらの視点をもとに，自分の考えをノートに表現し

ているかを見届けた。児童は，何を求める式なのか小

見出しをつけたり，求めた数が何を意味するのか図と

つなげたりして，自分の考えを表現することができた。

（資料：指導案④） 

 

 

 

 

 

 

 

第２時においては，本時働かせたい見方・考え方を

「『シート１枚あたりの人数』や『1 人あたりのシート

の枚数』に着目して考えればよいことが分かり（見方），

どちらかの量をそろえれば比べることができると統

合的に考える（考え方）」ことと捉え，実践を行った。

第２時は交流から行い，説明の中で，「式の意味がはっ

きりしているか」，図と式を使って考えた児童には，

「図と式の中に出てくる数がつながっているか」を見

届けた。その時，曖昧な部分については，教師が「こ

の数は何を表しているのか」「これは何を求める式な

のか」「この数は，図でいうとどこのことなのか」を問

いかけながら，意味を明らかにした。また，３つの考

えの共通点を見付けることで，統合的に考えられるよ

うにした。終末では，前時と本時の学びを理解し，使

えるようになっているのかを，教科書の練習問題で確

かめた。その際，これまで働かせた見方・考え方を働

かせていることが分かるように，式や答えを書くだけ

でなく，何で比べているのか言葉を付け加えて表現す

るようにした。（資料：指導案⑤） 

 

 

 

 

 

 

実践⑤  

６年生「データの活用」の第１時，２つのデータの

比べ方を考える問題である。本時働かせたい数学的な

見方・考え方を「10 年前と今年の本を借りた冊数のデ

ータを比較する際に，「平均」「最大値」「合計」等，様々

な手法を選択し（見方），その結果から問題の結論につ

いて判断する（考え方）。また，その妥当性について批

判的に考察する（考え方）」ことと捉え，実践を行った。

児童には「データを比較した視点（見方）」，「比較した

結果と結論（考え方）」をノートに書くように指導し，

個人追究の机間指導において，これらのことが書けて

いるかを見届けた。また，複数の手法で比較した児童

には，どの手法で比較するとよさそうか，どの手法は

適切でないかを考えさせることで，「このやり方だと

○○だけど（考え方）」という批判的考察ができるよう

にした。児童は，データを比較する視点を変えると結



論が変わるため，様々な視点からデータを比較した。

また，その比較の仕方の問題点を考え，交流すること

ができた。（資料：指導案⑥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践⑥ 

 ６年生「拡大図と縮図」第７時，直接測れない木の

高さを求める方法を考える問題である。本時働かせた

い数学的な見方・考え方を「図形の構成要素（問題か

ら三角形を見出す・辺の長さを比で表すなど）に着目

し（見方），拡大図と縮図の性質を用いれば直接測るこ

とのできない高さを求められることに気付く（考え

方）」ことと捉え，実践を行った。導入では，木や棒と

影が書かれている図を児童に配り，拡大図・縮図の関

係になるところがないかを考えさせた。単元の終末の

ため，「拡大図・縮図の関係を使えばよさそうだ」とい

う見通しはあっても，三角形を見出せる児童は少なか

った。全体で拡大図・縮図の関係になる三角形を確認

すると，児童は既習事項を生かして，辺の長さの比か

ら求めたい高さを求めることができた。 

（資料：指導案⑦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 終わりに 

 どの実践も「本時働かせたい数学的な見方・考え方

は何か」を教師側がはっきりさせて授業に臨むことで，

指導の際に数学的な見方・考え方を働かせるための発

問や問い返しを行うことができた。同様に，「ノートに

表現させたいこと」を教師が明確にし，ノートに何を

どう表現するとよいかを児童に示したり，問い返した

りすることを繰り返していくことで，児童が働かせた

数学的な見方・考え方がノートに表現されていくよう

になった。そのうえで，児童がノートに書いている考

えや根拠をもとに評価をしていくことができた。 

今年度の実践は部員ごとに行う形になったため，研

究会や検証等を行うことができていない。引き続き実

践を重ね，見届けや評価の方法について検証をしてい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（別紙 指導案① １年生「たしざん」 第１時 ） 

本時のねらい 

 繰り上がりのある加法の計算の仕方を考える活動を通して，10のまとまりをつくれば 10 といくつで答えが求

められることに気付き，計算の仕方を話すことができる。 

本時の学習展開 （１／７時） 

過程 学習活動 研究内容に関わる指導・援助 

つ
か
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1. 課題を考える 

９にん あそんで いました。 

４にん きました。 みんなで なんにんに 

なりましたか。 

・式は９＋４になりそうだな。 

・ブロックを使えば，答えが求められそうだ。 

 

 

2. ブロックをつかい、計算の仕方を考える。 

A              B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 全体で確認する 

 ・９＋４を合わせると 13 になる。 

 ・10 より大きい数の勉強で 10 のまとまりを作ると数えやすい

ことが分かったからこの問題も10のまとまりを作って10と

３で 13 になった。 

 ・４を１と３に分けてからたした。 

 

4. 全体の意見をまとめる 
 
９＋４のたし算をする時には，９と１で 10 がつくれるので

９に１をたして 10になる。のこりの３をたして 10と３で 13

になる。 
 
 

5. 計算方法を全体で確認する。 

９ ＋ ４   ＝１３ 

 

     １ と３ 

・本時の問題がたし算になる

根拠をはっきりさせるため

に場面を手の操作を用いな

がら確認する。 

 

・4 にそのまま９にたしてい

る児童には「10 のまとまり

は見つけられないかな。」と

問い，10より大きい数で学

習した 10 といくつで考え

る方法に気づかせるように

する。 

・ブロック操作で10と３で分

けている児童には「どうし

てこのように分けたの。」や

「どうして 10 と 3 に分け

ると良いの。」と問い，10と

いくつで並べている方が視

覚的に分かりやすいことに

気付かせる。 

・さらにブロック操作ができ

ている児童には「どのよう

に計算したか図に表してみ

て。」と言うことで，計算の

仕方がより明確になるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本日使った計算の仕方を全

体で振り返り，他の計算で

も使えそうかと問うこと

で，数字が変わっても 10の

まとまりをつくるとよいこ

とに気付かせる。 

 

 

 

９＋４が いくつに なるのか おはなししよう。 

評価規準 

【思考力・判断力・表現力等】 

ブロック操作をする中で

10 のまとまりに着目し，計

算方法を話すことができ

る。 

（ブロック操作，発表，プ

リント） 

４人来たので 

ブロックを４つ

うごかして 

９＋４で 13 に 

なります。 

９と１で 10 のまとま

りができるので４から

１つ動かして 10 のま

とまりをつくります。

そして 10 と３で 13 で

す。 

１０ 

９と１で 10

に 

４は１と３ 

10 と３で 13 



（別紙 指導案② ５年生「割合」 第８時 ） 

本時のねらい 
 「定価 B のｐ％引きの売価 A」という事象において，A を求めるには，値引き額(B×ｐ/１００)に着目したり，売価の割合 

 (１－ｐ/１００)に着目したりすればよいことが分かる。                  (思考・判断・表現) 

本時の展開(８/１１) 

過程 ねらい 学習活動 教師の指導 

 

 

 

  

 今までに解いた
問題と出てくる数
量の数が違うこと
を理解することが
できる。 

 

 

 

 

 

 

 値引きの２０％
の意味を理解し，
考え作りの見通し
をもつことができ
る。 

 

値引きの場面の
ねだんの求め方を
数量の関係を数直
線図に表して，考
えることができ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 値引きの場面の
ねだんを求める際
には，先に値引き
する金額を求める
か，先に売ってい
るねだんの割合を
求めればよいこと
を明らかにするこ
とができる。 

 数直線図を使っ
て値引きの問題を
解くことができ
る。 

値引きの割合が
大きくなっても数
直線図を使えばお
よそねだんがいく
らになるかが分か
るという良さを感
じることができ
る。 

１ 問題把握 

 

 

 

・出てくる数量は８００円と，０.２と□(お弁当の
ねだん)と１。 

・あれ。□を何にしていいかが迷う。 

・お弁当のねだんが入っていない。 

・いつもは出てくる数量は４つだけれど，今日は数
量が４つより多いから，どうすればよいのかな。 

 

 

 

２ 見通しをたてる。 

・数直線図をつくりたい。 

・２０％の金額を引けばよさそう。 

・２０％を引いた８０％を使えないかな。 

３ 個人追求 

                ・まず定価の 

                 ２０%の金額 

                                 を求めます。 

２０％→０．２ 

          ８００×０．２＝□ 

                 □＝１６０ 
１６０円は定価の２０％です。次に定価から２０% 
の金額を引くから定価から１６０円を引きます。 
そうすると８００－１６０＝６４０ 
となるので        Ａ．６４０円 
 

                ・まずお弁当の 

                 ねだんの割合 

                 を求めます。 

お弁当のねだんの割合は１－０．２で０．８です。 

次にお弁当のねだんを求めます。 

８００×０．８＝□ になります。そうすると 

   □＝６４０となるので  Ａ．６４０円                    

４ 全体交流 

・①のやり方は値引きする金額を先に求めてから，
後から値引きしてしる。 

・②のやり方は売っているねだんの割合を求めて，
お弁当のねだんを求めている。 

・先に値引きする金額を求めたり，先に売っている
ねだんの割合を求めたりした。 

５ 練習問題 値引きに関わる問題を行う。 
 P１６５鉛筆６→ドリル１８①→タブレット 
 
 
 
６ 発展問題 
定価３５００円のくつが,７２％引きのねだんで売
られています。くつはいくらで売られていますか。 
           １－０．７２＝０．２８ 
            ３５００×０．２８＝ 
                  ９８０ 
                Ａ．９８０円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学習の内容に近い問題
を複数用意する。何度か数直線
図に表して問題に取り組むこ
とで，数直線図を活用して問題
を解決できることをねらう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・値引き額が半額を超えた問題
を提示する。値引きが半額以上
の場合に，ねだんがおよそいく
らかになるかを，数直線図をも
とに考えることができること
をねらう。 

問
題
提
示 

〈 

一
般
化 

〉 

課
題
解
決 

課
題
成
立 

〈 

課 
 

題 
 

追 
 

求 

〉 

①  

②         

【見方考え方を働かせるため
の数学的活動】 

・スーパーで見たことがある
場面を提示する。日常場面と
つなげながら問題、用語の意
味を理解し，課題意識をもて
るようにする。 

・問題に出てきた数量を、付箋
を使って確かめることで，い
きなり答えが求められない
こと，出てくる数量が４つで
はないことを確かめる。 

 

定価８００円のお弁当が，定価の２０％の金額を引い
たねだんで売られています。お弁当のねだんはいくら
でしょう。 

値引きされたお弁当はいくらで売っているのか
考えよう。 

【見方考え方を働かせるため
の手立て】 

どの数量を位置付けるか迷っ
ている子どもに対して 
・まずは２０％の金額を求め
られないかなと助言する。 

何を基準量としてよいかが捉
えられない子どもに対して 
① もとにする量は何かな。 
② もともとの金額はいくら

だったかな。 
③ ０．２は数直線図のどこに

来そうかな。 
と声をかけることで１と  
８００円を対応させて，数直
線図に表せるようにする。 
値引き額を売価と考えている
子どもに対して 
・数直線図を示しながら「この
□は求めたいお弁当のねだ
んかな。」と声をかけること
で，１６０円が値引きする
金額を求めていることを明
らかにできるようにする。 

     

×0.2 

×0.2 

×0.8 

×0.8 

値引きされたねだんを求めるには、先に値引き
する金額を求めるか，先に売っているねだんの
割合を求めればよい。 

×0.28 

×0.28 

評価規準   【思考・判断・表現】 
「定価 B のｐ％引きの売価 A」と
いう事象において，数直線図を用
いて，値引き額(B×ｐ/１００)に
着目したり売価の割合(１－ｐ/１
００)に着目したりして A を求め
ている。 



（別紙 指導案③ ５年生「分数と小数，整数」 第６時 ） 

本時のねらい 

小数と分数の混じった加法や減法の計算の仕方を考えることを通して，分数か小数のどちらかにそろえれば

計算できることや分数にそろえることでいつでも正確に処理できることに気付き，正確に計算することができ

る。【思考力，判断力，表現力等】（ノートの記述：思考・判断・表現） 

本時の展開（６／７） 

学習内容 「教師の働きかけ」 ・児童の姿 研究に関わって 

１．課題をつくる 

「0.3＋2/5 の和を求めましょう。」 

・小数と分数が混じっていることが，これまでと違うぞ。 

・0.3 も 2/5 も 0.5 より小さいので，和は１より小さくなりそう。 

・小数，分数のどちらかにそろえたら問題を解決できそうだ。 

 

 

 

 

・『小数か分数にそろえることで計算できる』ことの根拠は式に表

れるから，式を見れば結論が分かるな。 

 

２．課題を追究する 

・2/5 を 0.4 に直して小数にそろえると，0.3＋0.4 の計算になり，

答えは 0.7 になるよ。 

・0.3 を 3/10 に直して分数にそろえると，3/10＋4/10 の計算にな

り，答えは 7/10 になるよ。 

 

【結論】小数や分数の混じった計算は，小数か分数にそろえるこ

とで計算できる。 

 

・ひき算でも同じように計算できそうだ。 

・小数に直してわりきれない場合もあるんじゃないかな。 

 

「5/6－0.8 の差を求めましょう。」 

・5/6 を小数に直すと 0.8333…となり，わりきれないから正確に

できないな。 

・0.8 を 8/10 に直して分数にそろえると，5/6－8/10 の計算にな

り，答えは 1/30 になるよ。 

 

【結論】分数を小数で正確に表せない（わりきれない）ときは，分

数にそろえて計算する。 

 

３．確かめ問題に取り組む 

「教科書Ｐ１５１の鉛筆４の①と②に取り組みましょう。」 

 ①0.5＋1/4  ②1/7＋0.4 

 

４．学びを振り返る 

 

５．計算の習熟を図る 

「鉛筆４の③～⑧に取り組みましょう。」 

→プラスワンＰ２６０キ 

・導入場面で，既習の小数同士の

計算や分数同士の計算を提示

することで，『計算ができる

形』を視覚的に捉えさせると

共に，本時の問題との違いに

気付かせる。 

 

・課題解決方法の見通しや，追究

視点を板書に位置付け可視化

する。 

 

・グループでの学習形態をとり，

課題解決のために仲間と交流

したり，交流することで自分

の考えを確かにしたりできる

場を設定する。 

・グループ内の交流では，『式が

どちらかにそろっているか』

という視点で考えを比べられ

るようにする。 

 

・追究の状況に応じて，「どちら

かにそろえて解決したことは

式のどの部分に表れています

か。」と問う。 

 

 

・どちらの方法がより正確か，い

つでも計算できる方法はどち

らか，と児童が比較して気付

いたことを板書に位置付け

る。 

 

 

・確かめ問題のノートの記述を

教師が一人一人見届け，問題

ごとに次の視点で解けている

かを価値付ける。 

① 分数か小数にそろえて計算

できている。 

② 分数にそろえて計算できて

いる。 

 

 

 

小数と分数の混じった計算は，小数か分数にそろえることで

計算できるか確かめよう。 



（別紙 指導案④ ５年生「単位量あたりの大きさ」 第１時 ） 

本時のねらい 

 公園の混み具合を比べる活動を通して，比べるためには２つの量が必要であることに気付き，どちらかの量を

そろえて比べればよいという見通しをもって，自分の考えをもつことができる。 

本時の学習展開（１/５） 

 学習活動 研究内容に関わる指導・援助 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

１．単元の見通しをもつ。 

  

 

・どちらも同じ。 

・公園の大きさも同じだし，人数も同じだから。 

 

 

・どちらが混んでいるか分からない。 

・人数も違うし，大きさも違うから。 

２．本時の問題から課題をつくる。 

 

 

 

 

 

・A と B は，B のほうが混んでいる。 

→シートの枚数が同じ６枚で，人数が B のほうが多いから，B の

ほうが混んでいる。 

・A と C は，C のほうが混んでいる。 

→人数は同じ 20 人で，シートの枚数が C のほうが少ないから，

C のほうが混んでいる。 

・B と C は，どちらが混んでいるか分からない。 

→シートの枚数も人数も違うから。 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

・最小公倍数を求めて，シートの枚数をそろえて比べる。 

 B 24×２＝48 人 

 C 20×３＝60 人  C のほうが混んでいる 

・シート１枚あたりの人数を求めて比べる。 

 B 24÷６＝４人 シート１枚に４人 

 C 20÷４＝５人 シート１枚に５人 C のほうが混んでいる 

・１人あたりのシートの枚数を求めて比べる。 

 B ６÷24＝0.25 枚 １人が 0.25 枚使える 

 C ４÷20＝0.2 枚 １人が 0.2 枚使える。C のほうが混んでいる 

・どちらが混んでいるのか，どうして

そう思ったのかの理由を問ことで，

人数と面積に着目できるようにす

る。 

・○うと○えは，どちらの量がそろって

いると比べることができると気付

けるようにするために，「どうなっ

ていたら，比べられる？」と問う。 

 

・混み具合を求める必然性がもてるよ

うに，「混みぐあいを比べましょう」

から少し問題を変えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時は，B と C を比べないと，問題

の解決ができないことをはっきり

させ，課題意識がもてるようにす

る。 

 

 

・○あと○い，どちらの公園が混んでいますか。 

・○うと○え，どちらの公園が混んでいますか。 

３つのグループを混んでいる順に並べましょう。 

 シートの枚数（枚） 人数（人） 

A ６ 20 

B ６ 24 

C ４ 20 

 

 

 

B と C の混み具合を比べるためには，どうしたらよいか。 

・問題を見て，どちらが混んでいる

か分かるもの・分からないものに

ついて確認する。その際，理由を

はっきりさせることで，どちらか

の量がそろっているときは比べ

られ，そろっていないときは比べ

ることできないことをおさえる。 

・自分の考えをノートに書くときの

視点を提示する。 

 ・図や式を使うこと 

 ・何をしているのかを言葉で付け

加えること 

・式を使うときは，何を求める式

なのか言葉を付け加えること 

・机間指導で，「この数は何を表して

いるの。」「この式は何を求める

式。」と問いながら式の意味が明

らかになるように見届ける。 



（別紙 指導案⑤ ５年生「単位量あたりの大きさ」 第２時 ） 

本時のねらい 

 シートの混み具合を比べる活動を通して， シート１枚あたりの人数や，１人あたりのシートの枚数を求めて

比べればよいことに気付き，どちらかの量をそろえれば比べることができるとまとめることができる。 

本時の学習展開（２/５） 

 学習活動 研究内容に関わる指導・援助 

深

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確

か

め

る 

４．考えを交流する。 

・最小公倍数を求めて，シートの枚数をそろえて比べる。 

 B ６×２＝12 枚 24×２＝48 人 

 C ４×３＝12 枚 20×３＝60 人  C のほうが混んでいる 

・シート１枚あたりの人数を求めて比べる。 

 B 24÷６＝４人 シート１枚に４人 

 C 20÷４＝５人 シート１枚に５人 C のほうが混んでいる 

 シートの枚数をそろえている 

・１人あたりのシートの枚数を求めて比べる。 

 B ６÷24＝0.25 枚 １人が 0.25 枚使える 

 C ４÷20＝0.2 枚 １人が 0.2 枚使える。C のほうが混んでいる 

 人数をそろえている 

５．問題の答えをはっきりさせる。 

・C→B→A 

 

６．３つの考えの共通点を見つける。 

・どの考えもどちらかの量にそろえている。 

 

 

 

 

７．問題に D グループを付け足し，さらに考える。 

 

 

・シート１枚あたりの人数を求めると， 

 45÷10＝4.5 人だから，B と C の間に D が入る。 

 

８．教科書の練習問題を解く。 

・１㎡あたりの球根の数 

 ○あ  40÷４＝10 個 

 ○い  48÷６＝８個 

 １㎡あたりの球根の数は，○あのほうが多いから，○あの花壇のほ

うが混んでいる。 

 

 

・式だけにならないように，仲間の意

見に付け足して，より詳しい考えに

なるように指名していく。 

・何を求める式なのかがはっきりする

ように板書に位置付ける。 

・式の意味がよりはっきりするよう

に，式に単位をつけるようにする。 

・図で考えた児童も取り上げ，「この数

は図でいうとどこですか。」と問い，

求めた数が図のどこを表している

のかをはっきりさせるようにする。 

・それぞれの考えで，どの量をそろえ

ているのかを明確にして進める。 

 

 

 

 

 

・シート１枚あたりの人数か，１人あ

たりのシートの枚数を求めて比べ

ていることを見届ける。ここでも，

何を求めているのかをはっきりさ

せるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混み具合を比べるためには，シート１枚あたりの人数や，

1 人あたりのシートの枚数を求めて，どちらかの量をそろ

えればよい。 

10 枚のシートに 45 人。混んでいる順のどこに入るか。 

評価規準 

【思考力・判断力・表現力等】 

 混み具合を比べるために，シート

１枚あたりの人数や１人あたりの

シートの枚数を求め，その求め方を

言葉や図を使いながらまとめるこ

とができる。 

・自分の考えになかったものや，同

じ考えだけれど，さらに詳しくす

る言葉などを，自分のノートに書

き加えるようにする。 

・最後の問題は自分で解く時間と

し，式の意味がはっきりしている

かを確認する。 



（別紙 指導案⑥ ６年生「データの活用」 第１時 ） 

本時のねらい 

 10 年前と今年の本をかりた冊数のデータを比べ、どちらの方が多く借りたと言えるかを考察する活動を通し

て、様々なデータの比べ方があることに気付き、「代表値」「平均値」の用語や意味を理解することができる。 

本時の学習展開（１／１０時） 

過程 学習活動 研究内容に関わる指導・援助 

つ
か
む 

 
 

／ 
 
 
 

考
え
る 

 
 
 
 
 

／ 
 
 
 
 

磨
き
合
う 

 
 
 
 
 

／ 
 
 
 

確
か
め
る 

6. 課題を考える 

右の表は、１０年前と今年の６年１組の人

が、それぞれ５月に何冊の本を借りたかを記録

したものです。 

 どちらのほうが本をよく借りているといえ

ますか。 

・どうやって比べたらいいだろう。 

・平均を出してみたらどうだろう。 

・多い人や少ない人で比べてみたらどうだろう。 

 

 

 

 

7. データを比較し、結論をまとめる。 

・読んだ冊数の平均で比べると、10 年前は 8.1 冊、今年は８冊

だから、10 年前の方が読んでいるといえる。 

・一番多く読んだ人で比べると、10 年前は 13冊、今年は 18冊

だから、今年の方が読んでいるといえる。 

・合計の冊数で比べると、10 年前は 162 冊、今年は 168 冊だ

から、今年の方が読んでいるといえる。 

・５冊以下の人数で比べると、10年前は２人、今年は６人だか

ら、10 年前の方が読んでいるといえる。 

・一番出てきた数（最頻値）で比べると、10年前も今年もどち

らも７冊だから、借りた冊数は変わらないといえる。 

 

8. 全体で確認する 

  ・10 年前と今年では人数が違うから、合計の冊数で比べるの

は不公平だと思う。 

 ・今年は 18 冊も借りた人もいるが、５冊以下しか借りていな

い人も多いので、平均にして比べないほうがいいと思う。 

 ・データの比べ方によっては、結果が変わってしまうことがあ

ると分かった。 

・データによって、比べ方を工夫した方がいいな。 

 

9. 用語を確認する。 
 
平均の値のことを平均値ともいう。データ全体の特徴を１つ

の値で表したとき、その値を代表値という。 
 
 

10. 練習問題を行う 

教科書Ｐ62 練習問題①に取り組む 

 

 

 

・５年生で学習した平均だけ

でなく、データの見方を考

えさせ、様々な手法で比べ

てよいことを確認する。 

 

 

 

・データを比較する際には 

「どんな視点でデータを比較

したのか」、「それぞれどん

な値になったのか」「どちら

がよく借りたといえるの

か」をノートに書くように

指導する。 

・複数の手法で比較した児童

には、どの手法で比較する

とよさそうかを考えさせる

ことで、「このやり方だと○

○だけど」という批判的考

察ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手法によって結論が変わる

ことや、手法によっては問

題が出てくることを交流

し、適切な手法を選ぶ必要

があることに気付かせる。 

 

・児童が発表した一つ一つが

代表値であることや、平均

した値のことを平均値と呼

ぶことをおさえる。 

 

 

 

 

 

どちらのほうがよく借りたといえるか、わけをはっきりさ

せよう。 

評価規準 

【思考力・判断力・表現力】 

様々な手法で２つのデ

ータを比べ、その結果や結

論をまとめることができ

る。（ノート記述） 

手立てや評価（見届け） 



（別紙 指導案⑦ ６年生「拡大図と縮図」 第７時 ） 

本時のねらい 

 直接測ることができない木の高さを考える活動を通して、拡大図や縮図の性質が使えることに気付き、測定できない高さの求め方を見出している。 

【思考力・判断力・表現力等】 

本時の学習展開（７／８時） 

過程 学習活動 〇見方◇考え方を働かせている子どもの姿 見方・考え方を働かせる指導・援助 

つ
か
む 

 
 

／ 
 

考
え
る 

 
 
 

／ 
 
 

磨
き
合
う 

 

／ 

確
か
め
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１．課題を考える 

校庭にある木の高さの求め方を考えよう。 

・木が高すぎて直接測れない    ・かげの長さなら測れそう 

・横にある棒の方は測れないのかな ・２つの三角形ができた。ここから求められないかな。 

・２つの図は拡大図・縮図の関係にならないのかな。 

 

 

２．見通しをもつ 

・２つの三角形を拡大図・縮図の関係と見れば、辺の比からｘがいくつになるか求められるので

はないか。 

 

 

 

  

３．全体で交流する 

・拡大図や縮図をもとにすれば、直接測れないものの長さなどを求めることができそうだ。 

 

４． 類題に取り組む 

・同じ時間に、隣の木の影は１５ｍありました。この木の高さは何ｍでしょう。 

（縮図の三角形 DEF をもとに、隣の木と影でできる三角形 GHI について考える） 

三角形 GHI は、三角形 DEF の５倍の拡大図だから、ｘ＝2×5  ｘ＝10   A、10ｍ 

 

５．本時の学習をまとめる  
 
拡大図や縮図を利用すれば、直接はかれないものの長さや高さを辺の比から求められる。 

 

６．練習問題を行う 

教科書Ｐ163  

３ 影の長さを求める問題    ４ 自分で縮図を作図して求める問題 

〇木の高さや影の長さを結

ぶ線から三角形を見出す。 

◇２つの三角形が拡大図・

縮図の関係であれば、辺の

比が使えそうだと考える。 

◇拡大図・縮図の関係と言

える根拠を考える。 

 

 

〇拡大図・縮図の関係（〇倍

の拡大図など）や辺の比に

着目している。 

 

 

 

 

 

◇さっきの三角形DEFを使

えば同じようにできそうだ

と考え、問題に向かってい

る。 

 

 

 

 

４◇縮図にする際に書きや

すさも考慮し、15ｍを何㎝

に縮小するかを考えて作図

している。 

・使えそうな長さを確認し

ていくことで、木と影を結

んだ直角三角形と、棒と影

を結んだ直角三角形が拡大

図・縮図の関係になってい

そうだと気付かせる。 

・「拡大図・縮図の関係を見

つければ、これまでの学習

が使えそうだ」「拡大図・縮

図の関係になれば、辺の比

を使えそうだ」と、既習を基

に考えを進めようとする姿

を価値付ける。 

・盲目的に拡大図・縮図の関

係だと捉えるのではなく、

日光の当たる角度（入射角）

が等しいため、２つの角が

等しくなることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４は何分の１の縮図にし

たのかを問い、縮図を活用

して求めていることを価値

付ける。 

                                    〇図形の構成要素に着目している。◇既習を根拠に考えを進めている。 

２つの図から木の高さを求める方法を説明しよう。 

三角形 ABC は三角形 DEF の 4倍の拡大図だから、 

（三角形 DEF は三角形 ABC の 1/4 の縮図だから、） 

ｘ＝2×4  ｘ＝8         A、8ｍ 

拡大図・縮図の辺の比は等しいので 

3：12＝2：ｘ  （2÷3＝2/3） 

12×2/3＝8    A、8ｍ 

【評価規準】 

拡大図・縮図の性質を利

用すれば、直接測れない

場所の長さや高さを求

められると考える。 

（思考力・判断力・表現力等） 


